
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
第

30
期
生
（
来
年
４
月
入
学
生
）

募
集
の
た
め
授
業
の
一
部
を

体
験
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

第
一
回
は
６
月
16
日
（
日
）

朝
９
時
45
分
受
付
、
10
時
ス

タ
ー
ト
（
定
員
10
人
）
。

体
験
で
き
る
の
は
、
「
枘

ほ
ぞ
、
ほ
ぞ
穴
の
加
工
」＝

写
真
。
最
初
に
平
行
定
規
で

図
面
を
作
成
。
そ
れ
を
使
っ

て
材
料
に
墨
付
け
、
刻
み
を

お
こ
な
い
ま
す
。
本
校
の
設

計
製
図
、
大
工
実
技
実
習
の

講
師
が
製
作
指
導
し
ま
す
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
参

加
登
録
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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1年生授業で

「熱中症予防教育」

あ
ら
ゆ
る
仕
事
は
安
全
第
一
。
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

（
以
下
、
カ
レ
ッ
ジ
）
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
安
衛
法
）

に
基
づ
く
法
定
講
習
も
し
っ
か
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
５

月
17
日
（
金
）
に
は
「
建
築
労
働
論
」
の
授
業
時
間
を
使
っ

て
「
熱
中
症
予
防
教
育
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
授
業
を
担
当
し
た
の
は
渡
辺
義
久
理
事
長
。
本
校

の
母
体
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
の
副
委
員
長
で
す
。

タ
イ
ル
工
と
し
て
長
年
働
く
中
で
仕
事
で
の
様
々
な
ケ
ガ

や
健
康
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
労
働
安

全
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
足
場
や

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
、
自
由
研
削
砥
石

今年度から「建築スケッチ」の指導担当として着任した入江敏郎
さんは大学卒業後、アトリエ系設計事務所に所属、その後は店舗や
オフィス、イベント空間のデザインを多く手掛けてきました。「子
どもの頃から芸術と工学の要素が両方ある建築に興味を持ち、この
仕事を選んだ」。
東京土建が主催する建築士受験の準備講座の講師を務めていた縁

で、建築カレッジでスケッチ技法を教えることになりました。
「職人を育てる学校なの

で、何か物をつくる上での
コミュニケーション手段と
してのスケッチの魅力を伝
えたい。実務の中にどう取
り入れるか、口で説明して
も理解できないので、手を
使っての建築表現をまず経
験させたい」と、張り切っ
ています。5月下旬から1
年生の授業が始まりました。
渋谷区出身、1954年4月

生まれの70歳。

「水を飲むだけではダメ。人体にどのような影響があ

るのか、科学的に理解し、塩分を適切に取ろう」と、

渡辺理事長 ＝江東実習場 ２階教室。

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
面
白
さ
も
伝
え
た
い

「基礎製図Ⅱ（建築表現）」担当講師

一級建築士 入江 敏郎 さんひと

東京建築カレッジは労働安全衛生
法に基づく法定講習も正規授業の
中にしっかり組み込んでいます。

な
ど
「
特
別
教
育
」
（
安

衛
法
59
条
）
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

せ
っ
か
く
の
特
別
教
育
も

受
講
者
が
居
眠
り
や
注
意
力

散
漫
で
は
効
果
を
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
日
も
渡
辺
理

事
長
は
全
員
が
集
中
し
て
授

業
に
参
加
す
る
よ
う
に
、
研

修
生
に
常
に
声
か
け
な
が
ら

授
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】
熱
中
症
と

は
／
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

／
熱
中
症
の
仕
組
み
と
症
状

／
予
防
方
法
（
暑
さ
指
数
ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
活
用
な
ど
）
／
予
防

活
動
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報



１
年
生
（
第
29
期
生
）

は
入
学
し
て
２
か
月
が

過
ぎ
、
建
築
カ
レ
ッ
ジ

生
活
に
す
っ
か
り
慣
れ

た
様
子
で
す
。
仲
の
良

い
友
だ
ち
も
で
き
て
教

室
か
ら
歓
声
が
聞
こ
え

る
場
面
も
。

大
工
実
技
実
習
が
注

目
さ
れ
る
カ
レ
ッ
ジ
教

育
で
す
が
、
座
学
授
業

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
1
年
次
の

前
期
に
集
中
学
習
す
る

数
学
の
復
習
授
業
（
科

目
名
は
「
建
築
測
量
基

礎
」
）
。

元
都
立
高
校
教
員

（
科
目
は
「
物
理
」
）

の
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
、

黒
田
順
講
師
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
教
材
「
建
築

従
事
者
の
た
め
の
数
学

講
座
」
を
使
っ
て
、
正

数
の
加
減
乗
除
か
ら
始

め
る
授
業
に
は

毎
年
「
中
学
生

の
頃
に
こ
の
先

生
に
出
会
い
た

か
っ
た
」
の
声

が
上
が
り
ま
す
。

建
築
と
深
い

関
わ
り
の
あ
る

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の

定
理
（
三
平
方

の
定
理
）
も
こ

の
授
業
で
、
定

理
の
証
明
を
聞

け
ば
頭
の
中
が
す
っ
き

り
。
勾
配
に
向
き
合
う

実
務
で
は
三
角
比
の
理

解
も
避
け
て
通
れ
ま
せ

ん
。
誰
も
が
聞
き
覚
え

の
あ
る
、
サ
イ
ン
、
コ

サ
イ
ン
、
タ
ン
ジ
ェ
ン

ト
が
建
築
で
は
ど
れ
ほ

ど
役
に
立
つ
の
か
、
仲

間
と
一
緒
に
学
ん
で
い

き
ま
す
。

「
基
礎
製
図
」
で
は
、

平
面
と
立
体
の
関
係
を

理
解
で
き
る
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
１

年
次
後
期
に
取
り
組
む

実
習
棟
の
紙
の
模
型
制

作
も
工
夫
の
一
つ
で
す

＝

右
写
真
。

本
校
の
実
技
実
習
の

多
く
は
大
工
技
術
で
す

が
、
２
年
次
の
前
期
に

は
７
つ
の
各
専
門
工
事

職
の
施
工
体
験
の
授
業

を
設
け
て
い
ま
す
。
建

築
現
場
を
統
括
で
き

る
人
を
め
ざ
す
に
は

大
工
以
外
の
仕
事
の

理
解
も
欠
か
せ
な
い

か
ら
で
す
。

型
枠
・
鉄
筋
、
左

官
［
モ
ル
タ
ル
、
漆
喰

（
し
っ
く
い
）
］
、

水
道
設
備
、
塗
装
、

襖
（
ふ
す
ま
）
・
ク
ロ

ス
、
タ
イ
ル
、
板
金

の
作
業
を
、
本
校
母
体

の
指
導
で
体
験
し
ま
す
。
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本
校
は
、
来
年
４
月
入
学
生
（
第
30
期
生
）
を
求
め
て
、
首

都
圏
の
高
校
へ
の
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。
あ
る
公
立
の
工
業
高

校
の
進
路
指
導
教
員
は
「
毎
年
３
０
０
０
枚
の
求
人
票
が
届
く
。

有
名
大
企
業
が
高
校
新
卒
を
採
り
に
動
い
て
い
る
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
大
学
や
専
門
学
校
も
生
き
残
り
を
か
け
て
高
校
生
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
め
て
い
ま
す
。
本
校
に
は
地
域
に
根
ざ
し

た
中
小
工
務
店
・
中
小
建
設
会
社
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
人
材
獲
得
の
た
た
か
い
で
負
け
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
目
標
に
し
て
い
る
２
５
人
入
学
を
達
成
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
周
囲
の
入
学
対
象
者
を
ぜ
ひ
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
池
袋
」
登
録
の

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
無
料
職
業
紹
介

所
が
安
心
し
て
働
け
る
会
社
を
紹
介

し
ま
す
。
新
卒
以
外
、
第
二
新
卒
や

転
職
組
の
応
募
も
大
歓
迎
で
す
。

カ
レ
ッ
ジ
Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
ら

グ
ル
ー
プ
学
習
で
数
学
に
親
し
む

「
建
築
従
事
者
の
た
め
の
数
学
講
座
」

各
専
門
工
事
職
の
実
習

左
官
や
塗
装
、
ク
ロ
ス
、
板
金
な
ど

5
月
31
日
の
左
官
授
業
。

２
人
1
組
で
モ
ル
タ
ル
を
塗

り
ま
し
た
。

「バーベキューの燃料やDIYにどうぞ！」 。江東実習場では授
業の廃材を周辺住民に提供しています。一番人気は、2年生の廻り
階段授業で使った集成材の段板。端を切り落として様々な寸法の
長方形にしたところ、あっという間
に無くなりました。DIY心をくすぐる
のでしょう。意外だったのは、カン
ナくずや木っ端を持ち帰る人がいる
こと。小さなビニール袋に入れたの
で「カワイイ」と思われたのでしょ
うか。「カンナくずは乾燥剤になる
かも」という声も聞きました。

授業後の廃棄木材が人気

入学対象者をお知らせください

安心して働ける就職先を紹介します


